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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年11月期第２四半期 4,509 5.7 269 77.2 307 59.0 200 10.3

2023年11月期第２四半期 4,267 － 152 － 193 － 181 －

（注）包括利益 2024年11月期第２四半期 247百万円（18.6％） 2023年11月期第２四半期 208百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年11月期第２四半期 230.21 －

2023年11月期第２四半期 209.21 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年11月期第２四半期 7,317 4,439 60.7

2023年11月期 9,614 4,214 43.8

（参考）自己資本 2024年11月期第２四半期 4,439百万円 2023年11月期 4,214百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年11月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2024年11月期 － 25.00

2024年11月期（予想） － 25.00 50.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,300 － 390 － 460 － 270 － 309.89

１．2024年11月期第２四半期の連結業績（2023年12月１日～2024年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年11月期の連結業績予想（2023年12月１日～2024年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年11月期２Ｑ 1,057,980株 2023年11月期 1,057,980株

②  期末自己株式数 2024年11月期２Ｑ 186,731株 2023年11月期 186,694株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年11月期２Ｑ 871,249株 2023年11月期２Ｑ 869,209株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

　当社は「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しており、自己株式数には当該制度の保有する当社株式数が含ま

れております。また、株主資本において自己株式として計上されている当該制度に残存する当社の株式は、「１株

当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数より控除する自己株式に含めており、また、「１株当たり当期純

利益」金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、後頁「１．当四半期決算に関する定性的

情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①経営成績の概況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による各種政策の効果もあり、雇用情勢や個人消費は

ともに改善の動きがみられ、緩やかな回復基調で推移しました。

　しかしながら、世界的には中東情勢の地政学的リスク、ウクライナの戦争の長期化やエネルギー価格、原材料価

格の高止まり等は懸念材料であり、加えて米欧の金融引締めによる景気減速懸念と中国経済回復鈍化傾向等も経済

に与える影響として引続き注視すべき状況が続いています。

　自然災害の激甚化・頻発化やインフラの老朽化、二酸化炭素排出量削減、防衛力増強等は我が国が直面する内外

の重要問題です。建設コンサルタント及び地質調査業界におきましては、国土強靭化のための５カ年加速化対策後

もこれらを継続的・安定的に推進する「改正国土強靭化基本法」が昨年成立し、また再生可能エネルギーを担う洋

上風力発電事業及び防衛施設増強のための整備事業も精力的に行われており、国内公共事業を取り巻く環境はおお

むね順調に推移するものと予想されます。

　こうした状況の中、当社グループはコア技術を活かした点検、診断、維持対策工法検討など予防保全業務に注力

するとともに、地質リスクに対応した保有・先端技術を活かした提案力をもって、国土強靭化推進業務をはじめと

する自然災害・防災関連等の業務、道路・下水道維持管理をはじめとするインフラメンテナンス業務、再生可能エ

ネルギー、海洋資源開発等、関連業務に全社員協力一致のもと取り組んだ結果、当第２四半期連結累計期間の経営

成績は、次のとおりとなりました。

　受注高は78億93百万円（前年同期比24.8％増）、売上高は45億９百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益は２

億69百万円（前年同期比77.2％増）、経常利益は３億７百万円（前年同期比59.0％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は２億円（前年同期比10.3％増）となりました。

②売上高の季節的変動について

　当社グループは、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、

売上高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、73億17百万円（前連結会計年度比22億97百万円減）となりま

した。主な増減内訳は、完成調査未収入金及び契約資産17億23百万円（前連結会計年度比18億12百万円減）、現金

及び預金15億88百万円（前連結会計年度比１億77百万円減）、未成調査支出金２億97百万円（前連結会計年度比２

億26百万円減）等であります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、28億77百万円（前連結会計年度比25億22百万円減）となりま

した。主な増減内訳は、短期借入金3億20百万円（前連結会計年度比24億50百万円減）、調査未払金３億74百万円

（前連結会計年度比４億２百万円減）、賞与引当金２億11百万円（前連結会計年度比２億３百万円増）等でありま

す。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、44億39百万円（前連結会計年度比２億24百万円増）となり

ました。主な増減内訳は、利益剰余金29億89百万円（前連結会計年度比１億78百万円増）等であります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、15億67百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、22億72百万円の増加（前年同四半期累計期間は25億14百万円増加）とな

りました。これは、売上債権の減少17億99百万円、仕入債務の減少４億２百万円、税金等調整前四半期純利益３億

７百万円、棚卸資産の減少２億27百万円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、21百万円の減少（前年同四半期累計期間は22百万円減少）となりまし

た。これは、保険積立金の積立による支出８百万円、有形固定資産の取得による支出８百万円、無形固定資産の取

得による支出７百万円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、24億29百万円の減少（前年同四半期累計期間は19億46百万円減少）とな
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りました。これは、短期借入金の減少24億50百万円、長期借入れによる収入１億75百万円、社債の償還による支出

50百万円、リース債務の返済による支出49百万円、長期借入金の返済による支出31百万円等があったことによるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2024年1月12日に公表した2024年11月期第2四半期累計期間（2023年12月１日～2024年

５月31日）の連結業績予想を修正しております。詳細は、2024年６月24日に開示しております『業績予想の修正に

関するお知らせ』をご覧ください。

　なお、上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年11月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年５月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,766,121 1,588,442

受取手形 12,549 26,067

完成調査未収入金及び契約資産 3,536,204 1,723,654

未成調査支出金 523,641 297,393

材料貯蔵品 1,942 948

その他 144,009 69,965

貸倒引当金 △9,296 △168

流動資産合計 5,975,172 3,706,303

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 695,941 682,146

機械装置及び運搬具（純額） 166,405 147,272

土地 1,538,475 1,538,475

リース資産（純額） 185,728 153,550

建設仮勘定 1,540 -

その他（純額） 2,438 2,797

有形固定資産合計 2,590,529 2,524,242

無形固定資産 56,982 51,511

投資その他の資産

投資有価証券 623,800 690,343

長期貸付金 528 2,312

繰延税金資産 124,748 104,714

その他 246,127 237,634

貸倒引当金 △3,000 -

投資その他の資産合計 992,204 1,035,004

固定資産合計 3,639,717 3,610,758

資産合計 9,614,889 7,317,061

負債の部

流動負債

調査未払金 776,981 374,198

短期借入金 2,770,000 320,000

１年内償還予定の社債 100,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 13,596 68,588

リース債務 94,893 85,660

未払法人税等 135 119,285

賞与引当金 8,206 211,512

未成調査受入金 216,305 282,583

その他 333,235 233,165

流動負債合計 4,313,353 1,794,994

固定負債

社債 200,000 150,000

長期借入金 84,665 172,875

リース債務 137,031 102,759

役員退職慰労引当金 6,198 6,626

退職給付に係る負債 613,825 593,781

その他 45,332 56,550

固定負債合計 1,087,053 1,082,593

負債合計 5,400,407 2,877,587

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年11月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年５月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 2,811,460 2,989,804

自己株式 △528,874 △528,973

株主資本合計 3,928,896 4,107,140

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 280,608 327,107

退職給付に係る調整累計額 4,976 5,225

その他の包括利益累計額合計 285,585 332,333

純資産合計 4,214,481 4,439,474

負債純資産合計 9,614,889 7,317,061
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年12月１日

至　2023年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年12月１日

至　2024年５月31日）

売上高 4,267,480 4,509,759

売上原価 2,990,193 3,146,915

売上総利益 1,277,286 1,362,843

販売費及び一般管理費 1,125,192 1,093,393

営業利益 152,094 269,450

営業外収益

受取利息 239 16

受取配当金 7,692 9,935

受取手数料 5,946 5,889

固定資産賃貸料 35,367 33,165

その他 10,039 7,866

営業外収益合計 59,286 56,874

営業外費用

支払利息 17,787 18,602

その他 276 354

営業外費用合計 18,063 18,957

経常利益 193,317 307,368

特別利益

負ののれん発生益 78,293 -

特別利益合計 78,293 -

税金等調整前四半期純利益 271,611 307,368

法人税等 89,760 106,798

四半期純利益 181,851 200,569

親会社株主に帰属する四半期純利益 181,851 200,569

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年12月１日

至　2023年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年12月１日

至　2024年５月31日）

四半期純利益 181,851 200,569

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23,846 46,498

退職給付に係る調整額 2,899 248

その他の包括利益合計 26,745 46,747

四半期包括利益 208,597 247,317

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 208,597 247,317

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年12月１日

至　2023年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年12月１日

至　2024年５月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 271,611 307,368

減価償却費 100,228 98,690

負ののれん発生益 △78,293 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30,758 △12,127

賞与引当金の増減額（△は減少） 232,409 203,306

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 213 427

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,580 △20,044

受取利息及び受取配当金 △7,932 △9,952

支払利息 17,787 18,602

売上債権の増減額（△は増加） 2,011,520 1,799,033

棚卸資産の増減額（△は増加） 254,261 227,241

仕入債務の増減額（△は減少） 105,225 △402,783

未成調査受入金の増減額（△は減少） 103,892 66,278

未払費用の増減額（△は減少） △357,904 △174,688

未払又は未収消費税等の増減額 △31,575 61,633

その他 △9,668 60,537

小計 2,650,113 2,223,522

利息及び配当金の受取額 7,932 9,952

利息の支払額 △18,108 △18,649

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △125,101 57,589

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,514,835 2,272,414

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △51,580 △8,376

有形固定資産の売却による収入 - 16

無形固定資産の取得による支出 △5,205 △7,277

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 31,979 -

貸付けによる支出 - △2,500

貸付金の回収による収入 574 264

その他 1,950 △3,191

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,281 △21,065

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,800,000 △2,450,000

長期借入れによる収入 - 175,000

長期借入金の返済による支出 △26,251 △31,798

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △47,634 △49,905

配当金の支払額 △22,291 △22,225

その他 - △99

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,946,177 △2,429,028

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 546,376 △177,679

現金及び現金同等物の期首残高 761,802 1,745,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,308,179 1,567,745

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年12月１日　至　2023年５月31日）

　当社グループは、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、こ

れらに関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を

省略しております。

　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

　当社グループは、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、こ

れらに関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を

省略しております。
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